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　2012 年にスタートした「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」は、それまで 40 年続いた沖縄振
興計画の策定主体が国から沖縄県へと変わったと同時に、全国的には 47 番目の地方自治体の
策定する総合計画といえよう。それまで法定計画として位置づけられていた職業安定計画等
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　「産業構造 (industrial structure) とは、1 国経済を構成する産業の（1）組合せ (combination)、




















 AX ＋ F ＝ X　　・・・（1）
　ここで、A ＝ [aij]：を要素とするｎ行ｎ列の技術係数行列（投入係数行列）、X：生産額列
ベクトル、F：最終需要額列ベクトル、V：付加価値額を要素とする行ベクトル
 X ＝ (I − A)− 1 Ｆ　・・・（2）
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   　　b11　…　b1n
 B ＝ (I − A)− 1 ＝ (  … 　 …    …   )　　・・・（3）   　　bn1　…　bnn
　(3) 式はレオンチェフ逆行列であり、最終需要によって誘発される直接・間接の究極的な生
産額を示す乗数である。







最終需要ベクトルの第 j 部門（自動車を j 部門とする）以外をゼロとおけば、自動車１単位の
単位構造系 U(j) は次式（4）で示される。
  　a11　…　a1n　　　　b1j　　　0
 U(j) ＝ (  … 　 …    …    )(　　  … 　　 )　・・・（4）  　an1　…　ann　　  0　　　bnj
第 j 部門の単位構造系の生産勘定体系は、次式（5）のように定義される（fj ＝ 100）。
 　a11　…　a1n　　　　b1j　　 0　　 1　　　　1　　　   b1j
     … 　 　 　   … 　 　 　   …





Vi(j) ＝ bij − ∑iUij 　　・・・（6）
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を用い、公表用基本分類 ( 行部門 458 ×列部門 367) より、行部門と列部門を照合し、364 部
門表に統合した。全国は総務省「平成 27 年（2015 年）産業連関表」を用い、取引基本表 基
本分類 (509 部門× 391 部門 ) を照合し、388 部門表に統合した。可能な限り、基本表を使用
するのは赤羽（1980）に代表されるように、性質の異なる部門を同じ産業区分だという理由
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門は、全国表 388 部門中 76 部門、沖縄県表 364 部門中 71 部門となっている。農林水産業部


















（注）全国表の「47 でん粉」・「48 ぶどう糖・水あめ・異性化糖 」について沖縄県は 「47 でん粉・ぶどう糖・
水あめ・異性化糖」、また「49 動植物油脂」については「48 動植物油脂・調味料 」 、また「55 清酒」・「56 ビー
ル類」・「57 ウイスキー類」・「58 その他の酒類」については「53 酒類 」と部門統合されている。
3.1　米部門の単位構造系
　日本農業の代表である稲作、産業連関表での分類は米部門であり、その単位構造系の沖縄





















































































































































































































とブランド化された肥育牛よりなる肉用牛部門である。図 6 及び表 5 の発生付加価値額をみ
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